
436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

※会場が変更する場合がございます
会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

7月13日（木）

8月19日（水）

　

教
員
不
足
が
深
刻
で
す
。
千
葉
県
教
育

委
員
会
に
よ
る
と
、
５
月
１
日
時
点
の
不

足
数
（
千
葉
市
除
く
）
は
２
０
３
人
で
、

う
ち
14
人
が
船
橋
市
で
し
た
。
さ
ら
に
８

月
末
ま
で
に
市
内
で
24
人
（
う
ち
担
任
11

人
）
が
産
休
に
入
り
ま
す
が
、
代
理
教
員

の
見
込
み
数
は
９
人
で
す
。

　

「
し
ば
ら
く
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
２
ク
ラ

ス
合
同
、
70
人
で
授
業
を
し
た
」
「
国
語

は
週
４
時
間
の
う
ち
１
時
間
は
自
習
」「
算

数
を
苦
手
と
す
る
子
ど
も
が
、
難
し
い
授

業
で
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
」

「
社
会
科
の
先
生
の
代
理
が
見
つ
か
ら
ず
、

体
育
科
の
先
生
が
穴
埋
め
を
す
る
も
、
翌

年
の
子
ど
も
達
の
社
会
科
の
平
均
点
が
他

の
教
科
よ
り
低
か
っ
た
」
な
ど
、
深
刻
な

実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

全
日
本
教
職
員
組
合
が
昨
年
お
こ
な
っ

た
調
査
で
は
、
平
均
残
業
（
持
ち
帰
り
残

　

今
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、

市
内
の
多
く
の
地
域
か
ら
「
投
票
所

が
遠
す
ぎ
る
」
と
い
う
声
が
届
き
ま

し
た
。

　

２
年
前
の
千
葉
県
知
事
選
挙
、
船

橋
市
長
選
挙
後
、
日
本
共
産
党
が
改

善
を
求
め
た
一
般
質
問
に
対
し
、
当

時
の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
は

「
選
挙
結
果
を
分
析
し
、
今
後
の
改

善
に
向
け
研
究
す
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
今
年

４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
分
析
結

果
が
活
か
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

改
め
て
質
し
た
と
こ
ろ
、
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
、
「
投
票
所
ま
で
の
送

迎
を
中
心
と
す
る
移
動
支
援
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
」
「
令

和
７
年
３
月
の
千
葉
県
知
事
選
挙
に

は
何
ら
か
の
対
応
を
し
た
い
」
と
明

業
を
含
む
）
は
月
96
時
間
10
分
、
平
均
休

憩
は
10
・
１
分
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
80
時

間
以
上
は
56
・
4
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

教
員
不
足
が
忙
し
さ
に
拍
車
を
か
け
、
悪

循
環
を
生
じ
て
い
ま
す
。

　

市
内
教
員
の
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
者

数
は
、
２
０
１
８
年
に
７
人
で
し
た
が
、

昨
年
は
21
人
、
今
年
度
は
６
月
７
日
時
点

で
16
人
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
６
月
７
日
の
市
議
会
で

こ
の
件
を
取
り
上
げ
、
長
時
間
労
働
の
抑

制
の
た
め
、
国
に
対
し
て
残
業
代
不
支
給

の
法
制
度
の
廃
止
＝
残
業
代
の
支
給
を
求

め
よ
と
、
市
に
要
請
し
ま
し
た
。
学
校
教

育
部
長
は
「
国
の
議
論
を
見
守
る
」
と
答

え
ま
し
た
が
、
事
態
は
切
迫
し
て
い
ま

す
。

確
な
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
ど
の
様
な
形
の
送
迎
支
援

に
な
る
の
か
、
さ
ら
に
、
移
動
投
票

　

船
橋
市
の
市
営
住
宅
で
は
、
各
市

営
住
宅
自
治
会
ご
と
に
共
益
費
が
数

百
円
か
ら
五
千
円
と
、
か
な
り
差
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か

も
、
そ
の
こ
と
を
市
営
住
宅
の
所
有

者
で
あ
る
市
が
把
握
し
て
い
な
い
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
共
益
費
と
は
、

廊
下
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
、
共
用

部
分
の
電
気
代
や
水
道
料
金
、
施
設

内
の
清
掃
に
か
か
る
費
用
で
す
。

　

「
低
所
得
や
生
活
保
護
受
給
者
に

所
は
検
討
で
き
な
い
の
か
も
含
め
、

市
民
に
と
っ
て
最
適
な
支
援
を
求
め

て
参
り
ま
す
。

は
、
高
額
な
共
益
費
の
支
払
い
は
負

担
が
大
き
過
ぎ
る
。
共
益
費
の
滞
納

者
が
増
え
れ
ば
、
電
気
代
が
払
え
な

い
市
営
住
宅
自
治
会
が
出
て
く
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
。
市
が
支
援
す
る

べ
き
だ
」
と
是
正
を
求
め
ま
し
た
。

建
築
部
長
の
答
弁
は
「
市
営
住
宅
の

運
営
維
持
に
か
か
る
費
用
は
入
居
者

が
負
担
す
べ
き
も
の
。
原
則
自
主
運

営
に
任
せ
る
も
の
と
考
え
る
」
と
大

変
事
務
的
な
も
の
で
し
た
。

　

船
橋
市
で
は
令
和
３
年
４
月
か
ら

市
営
住
宅
に
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
管
理
者
へ
丸

投
げ
で
、
市
が
状
況
も
把
握
せ
ず
、

住
民
福
祉
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
監
視
し
て
い
き
ま
す
。

た
だ

高
す
ぎ
る 

市
営
住
宅
の
共
益
費
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
が
支
援
を

　

さ
ら
に
共
産
党
は
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
独
自
採
用
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
（
以
下
Ｓ
Ｃ
）
や
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
増
員
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

通
常
学
級
の
特
別
支
援
教
育
支
援
員
は
習

志
野
･
八
千
代
･
浦
安
市
で
は
全
校
配
置

で
す
が
、
船
橋
市
で
は
小
学
校
55
校
中
21

校
、
中
学
校
26
校
中
21
校
が
未
配
置
で

す
。

　

学
校
教
育
部
長
は
Ｓ
Ｃ
に
つ
い
て
実
態

調
査
を
す
る
と
答

え
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
後
ろ
向
き
で

す
。
「
子
ど
も
に
被
害
が
あ
る
と
い
う
認

識
が
無
い
の
か
」
と
追
及
し
た
と
こ
ろ
、

部
長
は
「
子
ど
も
達
に
十
分
な
教
育
が
で

き
て
い
な
い
よ
う
な
状
況
を
生
ん
で
い

る
」
と
答
え
ま
し
た
が
、
そ
れ
な
ら
市
独

自
に
職
員
を
増
や
す
べ
き
で
す
。
子
ど
も

の
学
習
権
確
保
へ
、
教
育
予
算
の
抜
本
増

が
必
要
で
す
。
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